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＜来週新患予定・情報＞

○2/16（月）12：00来院予定（川端Dr）

中塚　真人様（34）：久慈市の養護学校へ通学。高等部時母親へ暴力行為あり、自宅対応困難に

て卒業後は現在の施設、株式会社“明倫寮”へ入所。入所後時折落ち着きの無さ
等あったものの、大きなトラブルは無く、自宅への外泊も頻回に行われていた。

夜間の睡眠は21時頃入床するも1時間程入眠出来ず独語をしている事もあれば、
すぐに入眠出来る時もある。起床困難さは無く6時頃に起床している。ADLはほ
ぼ自立しているが、声掛け必要。父親が病弱な事もあり、徐々に外泊の頻度が減
少。外泊が出来ない事で、自分の要求が通らないと落ち着きが無くなり、粗暴行
為は無いものの、他者やスタッフを叩こうとする、泣く真似をする、甲高い声で
叫ぶ、独語、ささくれを出血するまで毟る自傷行為等あり。徐々に症状増悪傾向
にある事から、薬物治療等により症状改善目的にて精神科での治療希望し当院へ
受診相談に至る。
○2/17（火）11：30来院予定（深澤Dr）

谷このみ様（43）：出生後まもなく「ダウン症」と診断を受けた。3歳頃愛護手帳を申請し、取
得(等級：A）。八戸第一養護学校小学部・中学部・高等部を卒業。在学中は、粗暴
行為等の他者トラブルに至る行動もなく経過。八戸第一養護学校高等部を卒業後
は、柿の木苑への通所を継続。2年程通所していたが、施設でダウン症の利用者
を受け入れたことがあまりなく、施設対応が困難となり、同施設の利用中断。そ
の後は、エンジェルハウスの利用を開始し、現在まで利用を継続している。20歳
になった時点で、障害年金を申請し、障害基礎年金1級の受給開始となっている。
食事や保清等、日常生活全般において家族の援助を要している。今回、主援助者
である父が高齢になってきた為、本人の将来を心配して、家庭裁判所へ相談。成
年後見制度の申請を勧められ、検討。父が、同居している本人の姉を後見人とし
て本人の金銭管理等を依頼したいと希望。家庭裁判所へその旨を相談したところ、
精神科病院で精神鑑定を受けるよう勧められ、当院への相談に至る。

○2/17（火）11：30来院予定（伊藤Dr）
桂　奈々様（22）：1ヶ月程前より自分がなぜここにいるのか、ここにいる必要があるのか、自
分が何を考えているのかさえもわからない状態となり、泣きたいところではない
場面でも勝手に涙が出たり、体は疲れているのに頭が活発に働いたり、逆に集中
力に掛ける事、悲観的に物事を考えてしまう事があるという。これらの原因とし
て、2年前、中国人が集う会に参加した際、現在の彼と知り合い、交際開始。昨
年9月本人は実家に帰省（一時的に）してきた為、遠距離恋愛となったが今年に
入り彼が浮気している事が発覚。加えて彼の浮気相手は、自分がこれまで恋愛相
談をしてきた、中国人の女友達であった。浮気が発覚した時は2人に裏切られた
気持ちでものすごく悲しく思ったが、現在は何も感じないという。一度三人で話
しあい、彼は自分を選ぶと言ってくれたので交際は継続したが、最近になり、中
国人の女性とも関係が切れていなかった事が再度発覚。この事で症状が強くなり、
これらに加え食事しても味を感じず、ここ1ヶ月で体重は10kg減少。夜間眠れて
いるが朝方（6：00頃）動悸がして覚醒するという。この為、当院への受診を希

望。
○2/18（水）12：00来院予定（川端Dr）
堀内奈緒美様（26）：高校2年時、席替えがあった。仲良くしていた友達2人と離れてしまい、

その友達はクラスでおもしろいグループの近くになったせいか2人とも仲がよく

なった。その為勝手に疎外感を感じるようになり、自分も打ち解けられるよう、

面白いことを言わなければ、と思えば思うほど話がうまく出来ず、話すことに緊

張を覚えるようになった。気が着くと「緊張」→「汗」→「臭う」→「緊張しな

きゃいい」→「より緊張」といった一連が出来上がってしまい始めは校内だけで

あったが、徐々に校外でも緊張するようになる。このことが強くなり、大学2年

時に中退。同時期埼玉県心療内科受診したが、待ち時間が長いこと、お薬を服用

しても症状が改善されないことが原因となり2回のみの通院で中断。心療内科で

は「MDI」と診断されたとのこと。気分変動は激しくはないが、外に出られないの

に出ようと無理していた頃はもしかしたら気分の浮き沈みが激しいように見えた

かも知れないと本人は話す。現在は外に出ることをあきらめたとの事でこのよう

な気分変動は見られていない。これらの事から当院の受診を希望。

